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執筆要領／テンプレート・ファイル（MS ワード 2003, 2007, 2010 形式）は
下記からダウンロードして下さい。 
https://shukyoshakaikouken.wixsite.com/wwwras/blank-6 












究ノートは、15～40 枚（投稿用のテンプレートで 6～16 頁）、書評等
は 10 枚程度（投稿用のテンプレートで 4 頁程度）とする。ただし、
編集担当者および編集委員長が認めた場合には、 枚数の増減を許可
する。 









は、4 月初旬号の場合、投稿申し込みは 11 月末日まで、原稿提出は
1 月末日までとして、10 月初旬号の場合、投稿申し込みは 5 月末日




  編集委員会メールアドレス：k-inaba@hus.osaka-u.ac.jp 
 
■査読要項（2011 年 1 月 17 日制定、2017 年 9 月 4 日改定） 
１. 投稿された論文はすべて投稿規定並びに本要項に基づき、編集委員会
の指定した査読者による査読を行うものとする。 
２. 編集委員会は投稿原稿一編につき原則として専門的知識を有する一名
以上の査読者を選定し、査読を依頼する。 
３. 編集委員会より依頼された査読者は、投稿された原稿について、投稿
規定と照合した上で、形式が整っているかどうか、学術的に問題がな
いか（独自性・事実誤認等）を精査の上、掲載の可否について（①掲
載可（誤字・脱字などの微修正を含む）、②修正後に再審査、③掲載
不可）、具体的な査読意見を付して、期日内に編集委員会（担当編集
委員）に報告を行うものとする。 
４. 編集委員会は査読者からの報告を受けた上で、最終的な掲載の可否に
ついて決定し、投稿者に通知する。 
５. ３-②の修正後に再審査となった投稿論文については、編集委員会から
投稿者に返却して期日内に修正を求めた上で、再度原稿の提出の後、
改めて掲載の可否を編集委員会にて決定し、その結果を投稿者に通知
する。 
６. 査読者の氏名については非公開とする。 
